
 
 
 
 
 
 
  

令和元年度のキラリ治田 6 月号（治田小ホームページでご覧いただけます）で

もお伝えしたことがある、「稲荷山トンネル」。あれから大分時間が経過したよ

うに思いますが、未来の幹線道路の一部でもあり、地盤固めなどじっくり時間を

かけて工事が進んでいるようです。4 年生は一学期には千曲市の建設課の方を招

いて学習会を開いて、道路の建設が、私たちのふるさとの未来にどのような変化

をもたらすか等、学習を重ねてきました。国道ということで、既に国の施設の一

部となっていることから、国土交通省の許可を得て、トンネル内部に入ることが

できました。リモート、オンライン学習が喧伝されていますが、内部の空気、ト

ンネル内の暗さ、その先の光、音の響きなど、臨場した子どもたちしか感じ得な

かったことがあったと思います。子どもたちの学習の場と機会を提供してくださ

った関係機関の皆様に御礼を申し上げます。 

開校 50 周年を祝うセレモニーについては、子どもたちのふるさと学習、音楽

学習の一環として構成し準備を進めています。学校運営委員会では可能な限り多

くの関係者を招くことが望ましいとのご意見をいただいておりましたが、予定し

ている式典の開催日まで一か月を切った段階でも、感染症の状況は特別に警戒を

要するレベルであったため、事業実行委員長との相談を経て、多数のご来賓の皆

様をお招きすることは断念いたしました。渦中での誕生会は余りにも寂しいもの

です。学校をお支えていただいている皆様方にお伝えしたいことがありますので、

実験的な要素が大きいですが、この式典の模様をオンラインライブで中継する準

備を進めています。保護者の皆様も別紙 (9/22)案内の方法で中継動画をご覧いた

だければ幸いです。＊ 写真 は セ レ モ ニー 開 催予定 の 2 階テ ラ ス 、高学 年 教 室棟 2,3 階 ベラン ダ での リハ。  

千曲市立治田小学校だより  No.6                               

 
 9 月号 R3.9.16 
発行:学校長 吉池光則 



「田毎の月」として知られる「棚田」からの景観は、対岸の鏡台山や千曲川が北

東に向かって裾野を広げる善光寺平があって成立しています。「治田」も重要な景

観の一部。その棚田の畔に「ペット蛍」(LED 発光器）を配置し名勝の広報につなげ

たいという有志の皆様方の企画に賛同し、本校では環境教育の一環として LED キッ

トの開発企業とのオンライン授業を経て、西中生 20名、附属屋中生 6名を「ペット蛍」

制作のインストラクターとして招き，回路の接続などの組み立て場面でやさしく関わっていただ

きました。感染予防策の手袋まで装着して、マスク越しに適切なアドバイスをしてくれました。 

この「ペット蛍」企画、良いことのように思えるのですが、「名月会」の会長様に

よれば、賛否両論だったようで、昨年度はコロナ禍も重なり棚田への設置が実現し

なかったようです。人工のライトアップは自然の景観を損なうという考え方が否定

の最たるもので、真の月明りを味わう場を大切にしたいのであれば LED ライトなど

いらない‥‥ということなのかも知れません。キット材料費はテクノ財団善光寺バ

レー地域センターが補助してくださってこの授業が成立しています。この活動の意

味や、「棚田」に設置した後の人々への影響の様子、観光に訪れた人々の受け止め

方が、制作活動した子どもたちにフィードバックされてくると嬉しいです。 

校歌にも登場する「かむりきやま」は「おばすてやま」とも呼ばれています。

昨年度、その冠着山を含む複数の有形、無形の文化財の構成により日本遺産に認

定された千曲市に住む子どもたち。「月の都」と言われても、案外その「月」を

観望したり、望遠鏡で「月」そのものを覗いて見たりした経験がないようです。 

9 月の校長講話では、治田小が生まれる頃（50 年前）に、人類が宇宙船で月を

周回したり、月面に降り立ったりしたというお話もしました。「月の都」に住む

私たちですので、ときにネット画面から目を外して、約 38 万Ｋｍかなたの宇宙

空間に浮かぶ秋の名月（中秋の名月は 9 月 21 日）を味わいたいものです。 

※4 年生は理科の学習単元「月と星 月の動き」に重ねて、治田小の望遠鏡 6 台

を使った観望会を計画しています。夜間の学習になります。4 学年だより参照の

上、保護者の皆様のご協力をお願いいたします。【本校 のポプラ樹 上に木 星と冠 着山に 月】 

・学校行事、旅行行事として位置づいている 6
年生の修学旅行は、年間行事予定表では 9 月
15 日、16 日に計画しておりましたが、出発地
となる長野県内と「県境を越える」旅先の感
染状況を鑑み、二カ月先へと延期し、11 月 15
日、16 日の予定で再調整中です。 
・9 月 25 日、治田小金管バンドが無観客で開
催される第 69 回 SBC 子ども音楽コンクール
長野大会に出場します。演奏はトップバッタ
ーとのこと。練習の成果を発揮してきてほし
いです。 


